
■社会資本整備総合交付金　事後評価 北海道

計画の名称

中間目標値 H26末目標値

H22当初 中間実績値 H26末実績値

北の大地を支える持続可能な下水道（北海道地方下水道ビジョン）北の大地を支える持続可能な下水道（北海道地方下水道ビジョン）北の大地を支える持続可能な下水道（北海道地方下水道ビジョン）北の大地を支える持続可能な下水道（北海道地方下水道ビジョン）

下水道処理人口普及率 計画 - 89.1

　普及人口(人)／行政人口(人) 実績 88.2 - 89.2

計画 - 100.0

実績 44.6 - 100.0

計画 - 73.4

実績 0.8 - 69.0

計画 - 21.3

実績 19.4 - 21.9

計画 - 37.4

実績 36.5 - 39.4

北の大地を支える持続可能な下水道（防災・安全）（北海道地方下水道ビジョン）北の大地を支える持続可能な下水道（防災・安全）（北海道地方下水道ビジョン）北の大地を支える持続可能な下水道（防災・安全）（北海道地方下水道ビジョン）北の大地を支える持続可能な下水道（防災・安全）（北海道地方下水道ビジョン）

計画 - 100.0

実績 44.6 - 100.0

計画 - 73.4

実績 0.8 - 69.0

計画 - 21.3

実績 19.4 - 21.9

計画 - 37.4

実績 36.5 - 39.4

下水道施設における長寿命化
計画策定率を0.8％（H22当
初)から73.4％（H26末)に増
加させる。

下水道施設における長寿命化計画策定率

 長寿命化計画策定数／（３流域下水道（道）＋１特定公共下水道（道）＋１３９市町村）

合流式下水道緊急改善達成率

　合流式下水道緊急改善対策済み区域面積(ha)／合流式下水道区域面積(ha)

132%

NO. 計画の成果目標
（アウトカム指標）

アウトカム指標の定義及び算定式
効果の
発現状

況 単位

アウトカムの達成状況
備考

達成度

1

下水道処理人口普及率を
88.2％（H22当初)から89.1％
（H26末)に増加させる。

合流式下水道緊急改善達成率
を44.6％（H22当初)から
100％（H25末)に増加させ
る。

下水道管渠の地震対策実施率
を19.4％(H22当初)から
21.3％(H26末)に増加させ
る。

下水道管渠の地震対策実施率

耐震化対策済み管渠延長（ｍ）／既設管渠延長（ｍ）

%

別紙 %

94%

※達成度：H26末目標値に対する達成割合を次の式で算出。　達成度＝（実績値ーH22当初）／（目標値ーH22当初）
※社会資本整備総合交付金事業と防災・安全交付金事業は、共通の成果目標を採用している。

下水道による浸水対策の達成
率を36.5%(H22当初)から
37.4%(H26末)に増加。

別紙 %

下水道による都市浸水対策の達成率

　浸水対策実施済み面積(ha)／浸水対策整備対象区域面積(ha)

　合流式下水道緊急改善対策済み区域面積(ha)／合流式下水道区域面積(ha)

下水道施設における長寿命化
計画策定率を0.8％（H22当
初)から73.4％（H26末)に増
加させる。

下水道施設における長寿命化計画策定率
別紙 %

100%

2

合流式下水道緊急改善達成率
を44.6％（H22当初)から
100％（H25末)に増加させ
る。

合流式下水道緊急改善達成率
別紙 %

 長寿命化計画策定数／（３流域下水道（道）＋１特定公共下水道（道）＋１３９市町村）

下水道管渠の地震対策実施率
を19.4％(H22当初)から
21.3％(H26末)に増加させ
る。

下水道管渠の地震対策実施率
別紙 %

耐震化対策済み管渠延長（ｍ）／既設管渠延長（ｍ）

下水道による浸水対策の達成
率を36.5%(H22当初)から
37.4%(H26末)に増加。

下水道による都市浸水対策の達成率
別紙 %

　浸水対策実施済み面積(ha)／浸水対策整備対象区域面積(ha)
322%

別紙 %

別紙

111%

100%

94%

132%

322%

別紙 %


